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   平成 28 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 
  目的  
 本資料は，平成 28 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
よう作成したものです。 
  特徴  
 
「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を
盛り込んでいます。 
 「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，
解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図る際のポイント等を記
述しています。 
 
全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 
本調査は，小学校においては第５学年まで，中学校においては第２学年までに，十分に身
に付け，活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので，調査の対
象学年だけではなく，全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各設問の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していま
すので，学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 
 
調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 
 調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る
際に役立てることができるように作成しています。 
※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・
充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 
 
 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 
 本調査では，一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件な
どに即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 
 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して，
学習指導の改善・充実を図ることができます。 
 
関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 
 「学習指導に当たって」では，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例などの該
当ページも記載しています。 
 学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の報告書・授業アイディア例などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることが
できます。（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 
  本資料の活用に当たって  
Ⅰ 調査問題作成に当たって 
調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 
Ⅱ 調査問題一覧表 
  問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域等，評価の観点，問題形式を一覧
表にまとめています。 
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Ⅲ 調査問題の解説（出題の趣旨，解説，学習指導に当たって 等） 
調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容），
学習指導に当たって等を記述しています。（設問によっては，記述のない項目もあります。） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜解答類型＞  一人一人の児童生徒の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定する条件
などに即して解答を分類，整理するためのものです。正答例，誤答例を示すとともに，
必要に応じて「正答について」，「誤答について」の解説を加えていますので，自校で
の採点を行う際や，一人一人の児童生徒の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等
に着目した学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 
＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
           「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 
              類型０      ･･･「無解答」（解答の記入のないもの） 
 
 
 
３．学習指導に当たって 
 学習指導の改善・充実を図る際の参考にしてください。また，調査問題に関係する領域・内容について， 
各学年での日々の学習指導に際しても活用することができます。 
 なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該当ページを記
載していますので，これらの資料も併せて活用すると，より効果的です。 
 
＊２ 日々の学習指導に生かすために 
＊１ 一人一人の児童生徒の解答状況を把握するために
 
 
 
１．出題の趣旨 
 調査問題ごとに出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについて
記述しています。 
 
 
 
 
２．解説 
趣旨 
 設問ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 
■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の児童
生徒への学習指導の改善・充実を図
るための参考となるよう，関係する
学習指導要領における領域・内容を
示しています。 
■評価の観点 
 設問に関係する評価の観点を示し
ています。 
解答類型（下欄の＊１を参照） 
  一人一人の児童生徒の解答状況を
把握することができるように，設問
における解答類型を示しています。 
 
 
調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものもあ
ります。 
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Ⅳ 解答用紙（正答（例）） 
調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 
Ⅴ 点字問題（抜粋） 
点字問題の一部を，当該設問の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 
Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 
拡大文字問題の一部を，当該設問の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 
 
※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 
「４年間のまとめ【○学校編】」
 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 
 授業アイディア例 ○学校 ○○」 
「平成○年度【○学校】
 
 授業アイディア例」
 
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」 
※図はイメージです。
 ４．出典等 
   著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 
   また，問題作成に当たって参考
としたものについても示していま
す。 
 
■正答について 
正答についての解説を適宜記述
しています。 
■誤答について 
予想される誤答についての解説
を適宜記述しています。 
（参考） 
   過去の関連する問題，解説資料，
報告書，授業アイディア例等を記
載しています。 
 
３．学習指導に当たって 
（前ページ下欄の＊２を参照）
  学習指導の改善・充実を図る際
のポイントを記述しています。 
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Ⅰ 小学校国語科の調査問題作成に当たって
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Ⅰ
　
小学校国語科の調査問題作成に当たって
小学校国語科の調査問題作成に当たって 
 
１ 調査問題作成の基本理念 
  小学校国語科の調査問題は，「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」
（平成 18 年４月）における問題作成の基本理念に基づいて作成する。 
  出題範囲・内容については，次の二つの枠組みとする。 
主として「知識」に関する問題 
（以下，「『知識』の問題」という。） 
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容
に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠で
あり常に活用できるようになっていることが望
ましい知識・技能など 
主として「活用」に関する問題 
（以下，「『活用』の問題」という。） 
知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力
や，様々な課題解決のための構想を立て実践し評
価・改善する力などに関わる内容など 
この二つの枠組みからも明らかなように，実生活で生きて働き，各教科等の学習の基本と
もなる国語の能力を身に付けることが重要である。その際，小学校においては日常生活に必
要な国語の能力の基礎を確実に育成することが求められている。 
  具体的な調査問題の作成に当たっては，「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して
土台となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学
習改善・学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である」としている。 
  以上の点を踏まえ，本調査の調査問題は，国際学力調査の考え方やそこで示された結果や
課題も考慮し，小学校学習指導要領（平成 20 年告示）に示された国語科の目標・内容等に基
づいて作成することを基本とする。 
 
２ 調査問題作成の枠組み 
(1) 領域等と評価の観点 
     出題の範囲として，「知識」の問題並びに「活用」の問題ともに，小学校学習指導要領に
示されている目標及び内容に基づき，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読
むこと」の各領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に示された指導事
項をバランスよく出題するように配慮する。 
   調査時期が第６学年の４月であるので，第５学年の終了段階において習得すべき指導内
容が出題の範囲となる。 
※ 「Ａ 話すこと・聞くこと」の領域については，児童が実際に話したり聞いたりするような調査
を行うことが難しいため，場面設定・状況設定などを工夫して，話す・聞く活動にできるだけ近い
形式になるようにして出題する。 
評価の観点については，国語科で行われている評価の五つの観点を用い，「国語への関
心・意欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言語についての知識・
理解・技能」とする。なお，「国語への関心・意欲・態度」の評価については，「活用」の
問題における記述式の問題，「児童質問紙調査」を通して行うこととする。 
(2) 「知識」の問題の枠組み 
   「知識」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を焦点化して出題
する。調査時間は 20 分である。 
(3) 「活用」の問題の枠組み 
  「活用」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を，小学校学習指
導要領解説国語編に示す言語活動例などを遂行する中で活用できるかどうかみる。そのた
め，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」の各領域及び〔伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項〕を複合させて出題する場合がある。調査時間は 40
分である。 
―6―
(4) 問題形式 
  問題形式は，選択式，短答式，記述式の３種類とする。記述式の問題では，知識・技能
等を生かし，相手や目的，意図，場面や状況などに応じて自分の考えを明確にして書くこ
とを求めている。具体的には，「活用」の問題において，各大問の中に一題程度，記述式の
問題を取り入れる。 
  各領域における記述式の出題に関する基本的な考え方を次に示す。 
■「Ａ 話すこと・聞くこと」における記述 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
■「Ｂ 書くこと」における記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「Ｃ 読むこと」における記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
   なお，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」のそれぞれの記述
式の問題には，具体的な評価の観点を明確にする上で，必要に応じて解答の条件を付す。 
◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題の作成について 
  本調査では，視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮し
た調査問題（点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題）を作成している。 
  点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考
慮し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述式による説明に替えたりするな
ど）を行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っ
ている。 
  拡大文字問題では，対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字
や図版等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラス
ト，レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。 
 「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じ，事柄が明
確に伝わるように話す順序や構成を工夫し，適切な言葉遣いで話す能力を高めるとと
もに，話の中心や話し手の意図を捉えながら聞き，質問をしたり，感想や意見を述べ
たりする能力などを高めることが求められる。 
 「Ａ 話すこと・聞くこと」の記述式の問題では，スピーチ原稿などのように話す事
柄を分かりやすく整理したり，インタビュー記録などのように聞いた事柄やそれらに
対する感想，意見などを区別したり，また話合いの中で自分の考えなどをまとめたり
して書くような内容を出題する。 
 「Ｂ 書くこと」の指導においては，相手や目的，意図に応じ，調べたことや考えた
ことなどについて全体の構成を整えたり，下書きをよりよく推敲したりして書く能力
などを高めることが求められる。その際，礼状や依頼状，意見文，紹介文，記録文，報
告文などの様々な文章の種類や形態の特徴を踏まえた上で，書くことの一連のプロセ
スに即して書くことが重要である。 
 「Ｂ 書くこと」の記述式の問題では，書くことの一連のプロセスの各段階で必要
とされる能力を抽出し，前述した様々な文章の種類や形態の特徴に応じて調べたこと
や考えたことなどを適切に書くような内容を出題する。 
 「Ｃ 読むこと」の指導においては，目的に応じ，本や文章の内容を的確に押さえ
て要旨を捉えたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえて自分の考えを明確にし
ながら読んだりする能力などを高めることが求められる。 
 「Ｃ 読むこと」の記述式の問題では，目的に応じて本や文章を読み，その内容や構
成などについて理解したこと，要旨や書き手の意図について解釈したことなどを書く
ような内容を出題する。また，これまでの読書経験，体験などと関係付けながら，感想
や評価などを書くような内容も出題する。 
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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Ⅱ
　
調査問題一覧表
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技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
一
1
漢字を読む
(今日は全国的に快晴だ)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
一
2
漢字を読む
(お年玉を貯金する)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
一
3
漢字を読む
(むだを省くようにする)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
二
1
漢字を書く
(アサガオのたねをまく)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
二
2
漢字を書く
(したしい友人と出かける)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
二
3
漢字を書く
(先生にそうだんする)
５・６
(1)ウ
(ア)
〇 〇
全校集会で歌う歌を決めるために，どのよ
うに話し合っているのか，話合いの説明と
して適切なものを選択する
目的や意図に応じて，収集した情報を
関係付けながら話し合う
５・６
ア ○ 〇
ルール説明の表現について助言した内容と
して適切なものを選択する
書き手の表現の仕方をよりよくするた
めに助言する
５・６
カ ○ 〇
委員会を紹介するパンフレットを作るた
め，追加の取材をした理由として適切なも
のを選択する
目的や意図に応じて，書く事柄を整理
する
５・６
ア ○ 〇
公園案内図とパンフレットにある表とを関
係付けて読み，希望に合うものを選択する
目的に応じて，図と表とを関係付けて
読む
５・６
ウ ○ 〇
『おばあさんの飛行機』を読んで，登場人
物の人物像を説明するために，根拠となる
表現として適切なものを選択する
登場人物の人物像について，複数の叙
述を基にして捉える
３・４
ウ 〇 ○
ア
イ
毛筆で書いた（一）と（二）を書き直した
際，注意した点として適切なものを選択す
る（永久）
用紙全体との関係に注意し，文字の大
きさや配列などを決める
５・６
(2)ア ○ ○
１ ローマ字を書く（りんご）
３・４
(1)ウ
(ア)
○ ○
２ ローマ字を書く（あさって）
３・４
(1)ウ
(ア)
○ ○
３ ローマ字を読む（hyaku）
ローマ字で表記されたものを正しく読
む
３・４
(1)ウ
(ア)
○ ○
合計 1 2 2 10 ０ １ 2 2 10 6 9 ０
平仮名で表記されたものをローマ字で
書く
評価の観点 問題形式
本体調査問題一覧表　 【小学校国語】
A　 主として 「知識」 に関する問題
問
題
番
号
問
題
の
概
要
出
題
の
趣
旨
学習指導要領の領域等
学年別漢字配当表に示されている漢字
を正しく読む
学年別漢字配当表に示されている漢字
を正しく書く
１
2
3
4
７
5
6
８
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話す
こ
と
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
一
スーパーマーケットの店長へのインタ
ビューメモを作成した際の工夫した点とし
て当てはまらないものを選択する
目的に応じて，質問したいことを整理
する
５・６
エ ○ ○
二 スーパーマーケットの店長への質問の意図として適切なものを選択する 質問の意図を捉える
５・６
エ ○ 〇
三
スーパーマーケットの店長へのインタ
ビューメモを基にして，話の展開に沿った
質問を書く
話し手の意図を捉えながら聞き，話の
展開に沿って質問する
５・６
エ
５・６
ウ 〇 ○ 〇 〇
一
「早ね早起き」活動の成果について，〈図
１〉の結果を基に書いた内容として適切な
ものを選択する
グラフを基に，分かったことを的確に
書く
５・６
エ ○ ○
二
(１)
「早ね早起き」活動の課題について，〈図
２〉の結果を基に書く
目的や意図に応じて，グラフを基に，
自分の考えを書く
５・６
エ ○ ○ ○
二
(２)
「早ね早起き」活動の課題に対する解決方
法について，〈表２〉の結果を基に書く
目的や意図に応じて，表を基に，自分
の考えを書く
５・６
エ ○ ○ ○
三 「早ね早起き」活動の報告文で課題を取り上げた効果として適切なものを選択する
活動報告文において，課題を取り上げ
た効果を捉える
５・６
イ ○ ○
一 「パン職人」に関する本を選んだ目的の説明として適切なものを選択する
目的に応じて，複数の本や文章などを
選んで読む
５・６
カ 〇 ○
二
「パン職人」に関する複数の資料の内容を
関係付けてまとめたものとして適切なもの
を選択する
目的に応じて，本や文章を比べて読む
など効果的な読み方を工夫する
５・６
イ 〇 ○
三 「パン職人」について，紹介したい内容をまとめて書く
目的に応じて，文章の内容を的確に押
さえ，自分の考えを明確にしながら読
む
５・６
ウ
５・６
ウ 〇 〇 〇 〇
合計 3 6 3 0 4 3 6 3 0 6 ０ ４
問題形式
本体調査問題一覧表　 【小学校国語】
Ｂ　 主として 「活用」 に関する問題
問
題
番
号
問
題
の
概
要
出
題
の
趣
旨
学習指導要領の領域等 評価の観点
１
2
3
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説
（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）
Ａ 主として「知識」に関する問題
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Ⅲ
　
調査問題の解説
（出題の趣旨、 解説、 解答類型、 学習指導に当たって等）
　
Ａ
　
主として「知識」に関する問題
国語Ａ１ 漢字を読んだり書いたりする
１．出題の趣旨
学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかど
うかをみる。
漢字を正しく読み，正しく書く力は，文や文章を理解したり表現したりするために必要な知
識や技能であり，漢字を含む語彙の拡充を図る上でも重要である。また，国語科の学習のみな
らず，各教科等の学習の基礎となる力であり，日常生活に欠かせない知識や技能である。
本問では，既習の漢字の定着状況を把握するために，第１学年（「金」），第２学年（「親」，
「晴」），第３学年（「相」，「談」），第４学年（「種」，「省」，「貯」），第５学年（「快」）の配当
漢字を取り上げた。ここでは，文の意味を理解した上で，漢字を正しく読んだり書いたりする
ことが求められる。
なお，設問一３と設問二３は，過去の調査と同一の問題である。〔参照：（参考）〕
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) ウ 文字に関する事項
(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年
までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配
当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当さ
れている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
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■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 一 １ 「かいせい」と解答しているもの ◎
１ ２ 「快」を「かい」と解答しているが，「晴」を「せい」と解答していないもの
３ 「快」を「かい」と解答していないが，「晴」を「せい」と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
一 １ 「ちょきん」と解答しているもの ◎
２ ２ 「貯」を「ちょ」と解答しているが，「金」を「きん」と解答していないもの
３ 「貯」を「ちょ」と解答していないが，「金」を「きん」と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
一 １ 「はぶ（く）」と解答しているもの ◎
３ ９ 上記以外の解答
０ 無解答
二 １ 「種」と解答しているもの ◎
１ ９ 上記以外の解答
０ 無解答
二 １ 「親（しい）」と解答しているもの ◎
２ ９ 上記以外の解答
０ 無解答
二 １ 「相談」と解答しているもの ◎
３ ２ 「そう」を「相」と解答しているが，「だん」を「談」と解答していないもの
３ 「そう」を「相」と解答していないが，「だん」を「談」と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○同一の問題
問題番号 今年度 対応設問 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ａ１二(2) 相談（設問１二３） 58.3％ P.14～P.15 P.93～P.95
Ｈ23Ａ１一(3) はぶ（く）（設問１一３） 未実施 P.12～P.13 未実施
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３．学習指導に当たって
(1) 当該学年までに配当されている漢字を習得する
学年別漢字配当表に示されている漢字を，各学年において正しく読んだり書いたりし，各
教科等や日常生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるように指導することが
重要である。
そのためには，学習した漢字を繰り返し書いて練習することのみならず，様々な場面で実
際に使用することで確実に習得することができるように計画的に指導することが大切であ
る。その際，漢字のもつ意味を考えながら正しく使ったり，同音異義の漢字に注意して使っ
たりするように指導することも大切である。
(2) 国語辞典や漢字辞典を利用する習慣を付ける
漢字を正しく読んだり書いたりするとともに語彙を広げるためには，辞書を利用する能力
や態度を育て，辞書を利用して調べる習慣を付けることが大切である。そのためには，辞書
の利用について学習する第３学年から意図的・計画的に指導することが必要である。
具体的には，国語辞典や漢字辞典などの使い方を理解するとともに，必要なときにはいつ
でも辞書が手元にあり使えるような言語環境をつくっておくことが大切である。また，国語
科の学習のみならず，他教科等の調べる学習や日常生活の中でも，積極的に辞書を利用する
ことができるように指導することが重要である。
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国語Ａ２ 情報を関係付けながら話し合う
１．出題の趣旨
目的や意図に応じて，収集した情報を関係付けながら話し合うことができるかどうかを
みる。
主体的に話したり，聞いたり，話し合ったりするためには，話題を設定し，材料を集めたり
選び出したりすることが重要である。その際，話題については，学校や家庭及び地域で経験し
たことや関心をもって考えたり調べたりすることに加え，日常生活の中で考えたことや特に伝
えたいと思うことなどから話題を決めること，取材については，得た知識や情報を関係付けて
活用することが大切である。
本問では，全校集会で歌う歌を絞っていくために，集めた情報を関係付けながら話し合う場
面を設定した。ここでは，３人が【各学年からの希望】を基に，どのように話し合っているの
かを捉えることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 考えたことや伝えたいことなどから話題を決め，収集した知識や情報を関係付けるこ
と。
■評価の観点
話す・聞く能力
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの ◎
３ ３ と解答しているもの
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
【話し合いの様子の一部】の「一年生が希望している、音楽の時間に習った歌なら、二年
生が希望している、みんながよく知っている歌にも当てはまるかもしれない」，「音楽の時
間に習った歌の中には、テレビ番組の主題歌もある」，「テレビ番組の主題歌の中には、歌
詞を見なくても歌える歌もあるかもしれない」という発言から，各学年からの希望を関係付
けて考えながら話し合っていることを捉える必要がある。また，「みんなの希望を生かせそ
うだね」という発言から，希望に合う歌を選ぼうと話し合っていることを捉える必要がある。
これらを説明しているものは，選択肢２である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
収集した情報を関係付けながら話し合い，
Ｈ24Ａ３ア 整理した図の中から適切な内容を取り出し 92.5％ P.17～P.19 P.127～P.128
て書く
収集した情報を関係付けながら話し合い，
Ｈ24Ａ３イ 整理した図の中から共通する内容を取り出 80.6％ P.17～P.19 P.127～P.128
して書く
Ｈ26Ａ７
話合いの記録の仕方として適切なものを選
72.5％ P.31～P.32 P.42～P.44
択する
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３．学習指導に当たって
○ 目的や意図に応じて，収集した知識や情報を関係付ける
各教科等の学習や日常生活においては，様々な目的や意図に応じた話合いの場面がある。
その際，国語科の学習において習得した，話す能力，聞く能力，話し合う能力を活用し，目
的や意図に応じて，収集して得た知識や情報を関係付けながら話合いを進めることが大切で
ある。
本問のように，取材した内容を活用して話し合う場合には，得た知識や情報を関係付けて
考えることが必要である。そのためには，メモやノートの内容を比較，対照したり，関連の
あることをまとめたり，分類したりして，自分の考えに生かすことができるように指導する
ことが重要である。また，取材を通して話題を練り直し，話題の目的や意図を一層明確にす
ることができるように指導することが大切である。
具体的には，日常生活の中で考えたことについて，本や文章で調べたり，インタビューや
アンケートを行ったりするなどして，自分なりに幅広く考えて情報を集めることが必要であ
る。このようにして集めた情報を目的に合わせて並べたり，比べたりすることを通して関係
付けてまとめ，自分の考えをはっきりさせていくように指導することが考えられる。その際，
異なった視点からの意見が出されたり，新たな提案が行われたりすることを予想して，必要
な情報を再度収集するなど，目的や意図に応じて，情報収集を複数回行うということについ
て指導することも大切である。
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国語Ａ３ 表現の仕方について助言する
１．出題の趣旨
書き手の表現の仕方をよりよくするために助言することができるかどうかをみる。
自分の書いた文章を相手が読んで理解しやすいかどうかを確かめ，よりよいものに書き直す
ことは重要である。その際，読み手の立場から文章を客観的に評価した上で，どのように書き
換えればよいのかを具体的に助言できるようにすることが大切である。
本問では，学年集会について知らせる文章を書く場面を設定した。ここでは，学年集会のお
知らせの中でも特に「◆ルール説明」の部分について，どのように書き直すと読み手にとって
分かりやすい表現となるかということを理解することが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
カ 書いたものを発表し合い，表現の仕方に着目して助言し合うこと。
■評価の観点
書く能力
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ １ １・５と解答しているもの（順不同） ◎
２ １と解答しているが，５と解答していないもの
３ ５と解答しているが，１と解答していないもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
「◆ルール説明」と助言を受けたあとの〈書き直したルール説明〉とを比べて，書き直し
た点を捉える必要がある。
選択肢１は，事柄の順序に沿って内容を分かりやすく伝える際，内容のまとまりごとに番
号を付けるという助言の内容である。選択肢２は，文末に呼び掛けるような言葉を用いると
いう助言の内容である。選択肢３は，誰にでも伝わるように易しい言葉を用いるという助言
の内容である。選択肢４は，事柄の順序に沿って内容を分かりやすく伝える際，接続の言葉
を用いるという助言の内容である。選択肢５は，一文が長くて内容が伝わりにくい場合，一
文を短くするという助言の内容である。以上のことから，正答は１・５である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ｂ２一
「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合
64.0％ P.42～P.49 P.56～P.64
わせて必要な内容を書き加える
Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が
26.5％ P.42～P.49 P.56～P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く
Ｈ25Ｂ２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考え
17.9％ P.42～P.49 P.56～P.64
を具体的に書く
（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
３．学習指導に当たって
○ 目的や意図に応じて，表現をよりよくするために助言し合う
表現をよりよくするためには，書いたものを読み合い，助言し合うことが必要である。そ
の際，次のような視点をもって助言することができるように指導することが大切である。
〈助言する際の視点の例〉
・書き手の考えが明確に表れているか
・段落相互の関係などが明確であるか
・表現の曖昧さはないか
・読み手が理解しやすいように更に改善できる部分はないか
上記のような視点をもつことで，どのように書き換えたらよいのか，具体的に助言し合う
ことができる。また，そうすることで，自分の考えを深めたり表現の参考にしたりするなど，
読み手の立場から自分の文章を評価することができるように指導することも大切である。
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国語Ａ４ 書く事柄を整理する
１．出題の趣旨
目的や意図に応じて，書く事柄を整理することができるかどうかをみる。
目的や意図に応じた文章を書くためには，取材した事柄を文章の構成や記述に役立つように
全体を見通して整理していくことが重要である。
本問では，委員会に入る５年生に向けて，各委員会を紹介するパンフレットを作る場面を設
定した。ここでは，目的や意図に応じて必要な事柄を判断することが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ア 考えたことなどから書くことを決め，目的や意図に応じて，書く事柄を収集し，全体
を見通して事柄を整理すること。
■評価の観点
書く能力
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの ◎
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
新しく委員会に入る５年生に向けて，各委員会を紹介するパンフレットを作るために，追
加の取材をした理由を捉える必要がある。追加の取材をして「◆活動内容」に付け加えた内
容は，「○お昼の放送で、本を読んだり、リクエスト曲を流したりする」である。これを付
け加えた理由について，「◆目標」の「○みんなが興味をもってくれるように内容をくふう
して放送をする」と，「◆放送委員会に入ってよかったこと」の上田さんの発言とを関係付
け，選択肢３にある「興味をもってもらえる放送にするための活動内容」を十分に取材でき
ていなかったことを捉える必要がある。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ｂ１一
目的や意図に応じ，依頼する具体的な内容
65.0％ P.38～P.43 P.144～P.151
として適切なものを選択する
３．学習指導に当たって
○ 目的や意図に応じた文章を書くために，書く事柄を収集し，全体を見通して事柄を整理する
目的や意図に応じた文章を書くためには，取材の内容や方法を考えながら，実際に情報検
索したり取材したりして収集した事柄を，目的や意図に応じて必要かどうか，また，不足が
ないかどうか判断することが大切である。
具体的には，取材の対象や方法として，本や文章，パンフレットやリーフレット，雑誌や
新聞，音声や映像，インタビューやアンケートなど様々なものを取り上げ，必要な事柄を収
集・選択できるよう指導していく。また，収集した事柄を文章の構成や記述に役立つように
整理するためには，グループやペアなど学習形態を工夫し，取材の内容や方法を互いに評価
し合い，目的や意図に応じたものになっているか考えることができるように指導することが
必要である。
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国語Ａ５ 図と表とを関係付けて読む
１．出題の趣旨
目的に応じて，図と表とを関係付けて読むことができるかどうかをみる。
本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出
し，それらを関係付けて読むこと」に課題があると指摘していることを踏まえて出題した。
各教科等の学習や日常生活において，自分の課題を解決するために，パンフレットや地図
など，情報を伝達する機能をもつ文章や図表などの資料から目的に応じて必要な情報を的確
に取り出し，それらを関係付けて読むことは大切である。
本問では，学校の遠足におけるグループの活動場所を決めるために，公園案内図やパンフ
レットを活用し，希望に合う広場を選択する場面を設定した。ここでは，公園案内図とパン
フレットにある表から，情報を関係付けながら読むことが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な
どとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
■評価の観点
読む能力
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ １ １ と解答しているもの（わんぱく広場）
２ ２ と解答しているもの（フラワー広場）
３ ３ と解答しているもの（グリーン広場）
４ ４ と解答しているもの（ピクニック広場） ◎
５ ５ と解答しているもの（水遊び広場）
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
グループで活動する広場を決めるために，飲食，ボール使用などについての【山田さんの
グループの希望】と，【南町公園案内図】及び【パンフレットの一部】とを関係付け，希望
に合う広場を選ぶ必要がある。「ボール遊びができて、お弁当を食べることのできる広場」
と「集合場所の『案内センター』にできるだけ近いところ」という希望から，選択肢１と４
に絞られる。わんぱく広場の説明には「小学生以上は遊べません」という記述があるため，
正答は選択肢４である。
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ19Ｂ４一
広告の情報を読み取って，正しい内容を選
63.0％ P.48～P.50 P.124～P.126
択する
Ｈ20Ｂ３一
「図書館だより」から，６年生が読書相談
39.4％ P.44～P.48 P.169～P.173
をすることができる曜日と時間帯を書く
Ｈ22Ｂ４
三つの時計の中から，条件に合ったものを
65.7％ P.48～P.50 P.136～P.139
選び，それを選んだ理由を書く
目的に応じ，複数の記事を結び付けながら
Ｈ24Ｂ３三 読もうとするとき，該当する記事の見出し 58.0％ P.52～P.61 P.163～P.171
として適切なものを選択する
二つの記事に書かれている内容を結び付け
Ｈ24Ｂ３四 ながら読み，理由となる事実を基にして自 38.1％ P.52～P.61 P.163～P.171
分の考えを記述する
Ｈ25Ａ５ア マナーに関する広告を読み，編集の仕方の 61.3％ P.28～P.29 P.40～P.42
特徴をまとめたものとして適切なものを選
Ｈ25Ａ５イ 択する 71.9％ P.28～P.29 P.40～P.42
Ｈ26Ａ４
新聞の投書を読み，表現の仕方として適切
71.9％ P.22～P.23 P.33～P.34
なものを選択する
Ｈ26Ｂ２一
付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問
72.0％ P.44～P.51 P.58～P.68
を書く
Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと
27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く
Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分
41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11，P.78～P.79，P.82～P.86，P.106
「平成22年度【小学校】授業アイディア例」P.５
「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.５～P.６
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
３．学習指導に当たって
○ 目的に応じて，文章と図表やグラフなどとを関係付けて読む
日常生活の中で触れる説明の文章の多くは，図表やグラフなど何らかの資料を用いて書か
れている。そのため，目的に応じて文章と図表やグラフなどとを関係付け，的確に読むこと
ができるように指導することは，実生活で生きて働き，各教科等の学習の基本ともなる国語
の能力を育てることにつながると考えられる。
具体的には，自分の課題を解決するために，案内図やパンフレットなど複数の資料から，
必要な図表などを選び，選んだ図表やグラフから分かることを関係付けて読むことができる
ように指導することが考えられる。その際，例えば，目的や意図に応じて，必要な情報を丸
で囲んだり色を付けたりしてから，矢印等でつなげてまとめることなどが考えられる。また，
必要な情報の大体を付箋紙に書き，整理することも考えられる。こうした学習経験は，国語
科だけでなく，各教科等の学習で積み重ねていくことが重要である。
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国語Ａ６ 登場人物の人物像を捉える
１．出題の趣旨
登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉えることができるかどうかをみる。
本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「物語に登場する人物についての描写や
心情，人物相互の関係を捉えること」に課題があると指摘していること，また，平成20年度【小
学校】国語Ｂ２一イ（正答率52.4％）において，「二つの物語文の冒頭部分における登場人物
の特徴をとらえること」に課題が見られたことを踏まえて出題した。
物語を読み，人物像を捉えるためには，場面の移り変わりに注意しながら複数の叙述を関係
付けることが重要である。
本問では，佐藤さとるが書いた『おばあさんの飛行機』という物語を読み，おばあさんの人
物像についての自分の考えを友達に説明するために，おばあさんの人物像の根拠となる叙述に
着目する場面を設定した。ここでは，複数の行動や会話などについての叙述を根拠として押さ
えながら，人物像を捉えて読むことが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについ
て，叙述を基に想像して読むこと。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
エ 紹介したい本を取り上げて説明すること。
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■評価の観点
読む能力
２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの ◎
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
【大森さんの考え】として，物語に登場するおばあさんの人物像を「編み物が大好きで、
納得がいくまで編み物の模様をくふうするおばあさん」と捉えている。自分の考えを友達に
説明するために，おばあさんの人物像として考えた根拠を【物語の一部】から適切に捉える
必要がある。
３は，おばあさんの行動についての叙述である。３の表現の後に続く「いつもと同じよう
な模様で編んだのでは、ちっともおもしろくないので、一生懸命、工夫していた」の叙述と
関係付けると，登場人物の人物像を説明するための根拠となる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ｂ２一 物語の冒頭部分を読んで，おかあさんグマ
52.4％ P.38～P.43 P.165～P.168
イ についての特徴を書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９，P.72～P.73
３．学習指導に当たって
○ 登場人物の性格や気持ちの変化などを複数の叙述を基に捉える
物語を読む際は，登場人物の行動や会話など，複数の叙述を基にしながら，それぞれの
登場人物の特徴や性格を押さえ，人物像を捉えることができるように指導することが必要
である。
具体的には，登場人物の人物像を捉えるために，物語全体を通して人物像が分かる行動
描写や会話などに印を付けたり線を引いたりし，それら複数の叙述を関係付けながら表に
整理することなどが考えられる。各場面の様子に気を付けながら，場面と場面とを関係付
け，登場人物の特徴や性格が分かる叙述を押さえていくことで，登場人物の人物像を多面
的に捉えることができる。
シリーズとして刊行されている作品には，登場人物や状況設定など，共通した特徴をも
つものが多い。シリーズの作品を重ねて読んでいくことで，そうした特徴に気付くことが
できると考えられる。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.29～P.30，P.39～P.40，P.45～P.46
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４．出典等
・著者 佐藤さとる『創作幼年童話 おばあさんのひこうき』
（1966年９月 株式会社 小峰書店）
・著者 佐藤さとる『佐藤さとるファンタジー全集８』
（1982年10月 株式会社 講談社）
などによる。
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国語Ａ７ 毛筆で書く
１．出題の趣旨
用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めることができるかどうかを
みる。
文字の大きさや配列に注意して文字を書くことは，国語科の学習のみならず，必要な能力で
ある。各教科等の学習や日常生活においても，書く目的や相手，場の状況に応じて適切に書く
ことができるようにしていくことが求められる。
本問では，毛筆で書いた自分の文字を見直し，どのような点に気を付けて書き直すとよいの
かということについて考える場面を設定した。ここでは，毛筆で文字を書く際に気を付けさせ
たい点として，点画のつながり，文字の大きさ，文字の筆順，穂先の向きや動き，行の中心の
５点を取り上げている。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
（2） 書写に関する事項
ア 用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めるとともに，書く
速さを意識して書くこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ ア １ アに５，イに２と解答しているもの ◎
イ ２ アに５と解答しているが，イに２と解答していないもの
３ イに２と解答しているが，アに５と解答していないもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
アについては，（一）において「永久」の文字を用紙全体との関係から，行の中心にそろ
えて書いていないということを捉える必要がある。書き直した（三）では行の中心がそろって
いるため，選択肢５が正答である。
イについては，（二）において用紙全体との関係から，「永」と「久」の文字の大きさを
そろえて書いていないということを捉える必要がある。書き直した（三）では文字の大きさ
がそろっているため，選択肢２が正答である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ９ 毛筆の下書きについて書き直す内容を書く 29.2％ P.30～P.31 P.190～P.192
３．学習指導に当たって
○ 文字の大きさや配列に対する意識を高める
書写の学習においては，姿勢や筆記具の持ち方，字形，筆使い，筆順，配列等について，
学年の段階に応じて指導することが大切である。また，毛筆を使用する書写においては硬筆
による書写の能力の基礎も養うよう指導することが必要である。文字を正しく整えて書く能
力を身に付けることは，日常生活における硬筆による書写の能力を高める基礎となる。毛筆
を使用することで，点画の書き方と筆圧とを関連付けて書くことができるようになると考え
られる。硬筆においても，点画の書き方や筆圧などに注意して書くことができるように指導
することが大切である。
第１・２学年では，文字を書く基礎となる姿勢や筆記具の持ち方や文字の形に気を付けて
書くこと，文字を正しく整えて書くことについて指導することが必要である。
第３・４学年では，文字の組立て方を理解し，形を整えて書くこと，漢字や仮名の大きさ，
配列に注意して書くことなどについて指導することが必要である。
第５・６学年では，用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めて書くこ
となどについて指導することが必要である。
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国語Ａ８ ローマ字を読んだり書いたりする
１．出題の趣旨
平仮名で表記されたものをローマ字で書いたり，ローマ字で表記されたものを正しく読
んだりすることができるかどうかをみる。
ローマ字表記が添えられた案内板やパンフレットを見たり，コンピュータを使う機会が増え
たりするなど，ローマ字は児童の生活に身近なものになっている。そのため，ローマ字の音節
の表し方を理解し，身近な単語をローマ字で書いたり，ローマ字で表記された身近な単語を正
しく読んだりすることは重要である。
本問では，平成21年度【小学校】国語Ａ２（１ kusuri→正答率69.5％，２ tabemono→正答
率45.8％，３ はっぱ→正答率52.2％）において，清音に比べて，濁音で表記されたものを
ローマ字で書くこと，促音を含んだローマ字で表記されたものを正しく読むことに課題が見ら
れたことを踏まえて出題した。ここでは，児童が日常使う言葉を取り上げ，清音だけではなく，
濁音，促音や拗音についてもローマ字を読んだり書いたりすることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
（1） ウ 文字に関する事項
(ｱ) 第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，ローマ字で
表記されたものを読み，また，ローマ字で書くこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
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２．解説
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ １ １ 「ｒｉｎｇｏ」と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
２ １ 「ａｓａｔｔｅ」と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
３ １ 「ひゃく」と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ２１ ローマ字で書く（くすり） 69.5％ P.16～P.17 P.172～P.174
Ｈ21Ａ２２ ローマ字で書く（たべもの） 45.8％ P.16～P.17 P.172～P.174
Ｈ21Ａ２３ ローマ字を読む（ｈａｐｐａ） 52.2％ P.16～P.17 P.172～P.174
３．学習指導に当たって
（1）ローマ字の規則性を押さえる
ローマ字には，ヘボン式や訓令式などがあることに配慮しながら，ローマ字表記を使って
仮名五十音と対応した指導をすることが大切である。特に，ローマ字の読み書きについては，
日本語の音節が子音と母音の組み合わせであることを意識し，五十音表の規則性を押さえる
必要がある。また，濁音，半濁音，長音，拗音，促音，撥音などについても，音声と関係付
けながら規則性があることに気付き，身に付けることができるように指導することが大切で
ある。
（2）生活の中で，進んで読んだり書いたりする
ローマ字の指導については，情報機器の活用や他の学習活動等との関連を考慮し，以前は
第４学年であったものを現行学習指導要領においては第３学年の指導事項とし，ローマ字を
使った読み書きがより早い段階においてできるようにしている。当該学年での学習にとどま
らず，他教科等でコンピュータを使った学習と関連付けるなどして，繰り返し読んだり書い
たりする機会を増やす必要がある。
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説
（出題の趣旨，解説，解答類型，学習指導に当たって等）
Ｂ 主として「活用」に関する問題
―35―
Ⅲ
　
調査問題の解説
（出題の趣旨、 解説、 解答類型、 学習指導に当たって等）
　
Ｂ
　
主として「活用」に関する問題
国語Ｂ１ 話の展開に応じて質問し，必要な情報を得る〈スーパーマーケットの店長へのインタビュー〉
―36―
１．出題の趣旨
インタビューメモを基に，話し手の意図を捉えながら聞いたり，話の展開に沿って質問
したりすることができるかどうかをみる。
話し手の意図を捉えながら聞いて自分に必要な情報を得たり，自分の意見と比べながら話の
展開に沿って話したりすることは，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常生活にお
いても重要である。
本問では，自分が興味をもった課題を解決するために，【事前に準備したインタビューメモ】
を基にしてインタビューを行う場面を設定した。ここでは，インタビューの目的に応じて質問
したいことを整理すること，質問の意図を捉えること，相手の意図を捉えながら聞き，話の展
開に沿って質問することが求められる。
２．解説
設問一
趣旨
目的に応じて，質問したいことを整理することができるかどうかをみる。
本設問では，インタビューの目的に応じて，質問する内容を工夫しながら整理する場面を設
定した。ここでは，【事前に準備したインタビューメモ】に書かれている内容を捉えた上で，
インタビューメモを作成した際に工夫した点を捉えることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。
■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの
４ ４ と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
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■正答について
【事前に準備したインタビューメモ】の書き方の工夫を捉える必要がある。【事前に準備
したインタビューメモ】は，〈食料品売り場について調べたこと〉，〈必ず聞くこと〉，〈必要
に応じて聞くこと〉という構成になっており，それぞれ関連した話題が結び付いているもの
である。事前に調べたことを〈食料品売り場について調べたこと〉としてメモにまとめ，そ
れに関連した質問を考えることで，関連する情報を得ることができるようにしている。また，
〈必ず聞くこと〉には，質問とその質問についての自分の予想を書いている。〈必要に応じ
て聞くこと〉では，複数の質問を考え，話の展開によって，質問を取捨選択することができ
るようにしている。これらを踏まえると，「話の展開にとらわれず、メモに書いた全ての質
問をすることができるようにしている」という選択肢４が，工夫として当てはまらないもの
となる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ｂ１一 インタビューの仕方や内容について評価し 76.7％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ20Ｂ１二 た理由を書く 69.6％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ24Ｂ２一
参加者から出された質問の内容を適切に捉
84.4％ P.44～P.51 P.153～P.161
え，まとまりごとに整理する
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い
Ｈ24Ｂ２三 を進めようとする司会の役割を適切に説明 52.5％ P.44～P.51 P.153～P.161
したものを選択する
Ｈ26Ｂ１二
林さん➎の質問の狙いとして適切なものを
60.3％ P.36～P.42 P.48～P.57
選択する
Ｈ26Ｂ１三
大野さん➋の発言に対し，手書きの立場か
28.4％ P.36～P.42 P.48～P.57
ら質問か意見を書く
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
設問二
趣旨
質問の意図を捉えることができるかどうかをみる。
本設問では，インタビューにおいて，質問の意図を捉える場面を設定した。ここでは，店長
の発言を受けて，山下さんがどのような意図で質問をしているのかを捉えることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。
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■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 二 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの ◎
３ ３ と解答しているもの
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
話の展開を踏まえた上で，山下さんの質問の意図を捉える必要がある。山下さんは，まず，
店長の発言に対して，直前の店長の「値段の高い食料品もお客様には選ばれています」とい
う発言を受け，「安いというだけで選んでいるわけではないということですね」と確認して
いる。続いて，「他にどのような理由で食料品を選んでいると思われますか」と質問してい
る。「食料品を選ぶ理由」については，「ねだんが安い」ことを予想していたが，ここでは，
自分が予想しなかった「食料品を選ぶ理由」にはどのような理由があるのかを尋ねようとし
ている。このことから，予想との違いを考えて新たな質問をしようとしている，選択肢２が
正答である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ｂ１一 インタビューの仕方や内容について評価し 76.7％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ20Ｂ１二 た理由を書く 69.6％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ24Ｂ２一
参加者から出された質問の内容を適切に捉
84.4％ P.44～P.51 P.153～P.161
え，まとまりごとに整理する
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い
Ｈ24Ｂ２三 を進めようとする司会の役割を適切に説明 52.5％ P.44～P.51 P.153～P.161
したものを選択する
Ｈ26Ｂ１二
林さん➎の質問の狙いとして適切なものを
60.3％ P.36～P.42 P.48～P.57
選択する
Ｈ26Ｂ１三
大野さん➋の発言に対し，手書きの立場か
28.4％ P.36～P.42 P.48～P.57
ら質問か意見を書く
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
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設問三
趣旨
話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問することができるかどうかをみ
る。
本設問では，相手の意図を捉えながら話を聞いた上で，話の展開に沿って質問する場面を設
定した。ここでは，インタビューメモに書かれた内容と店長の発言とを関係付けながら，山下
さんがどのような質問をしたのかを考えて書くことが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
話す・聞く能力
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【事前に準備したインタビューメモ】の内容を使って質問をしている。
② 「◇店長」の発言を受けて書いている。
③ 30字以上，50字以内で書いている。
１ 条件②，③を満たしているもののうち，条件①について，【事前に準備した ◎
インタビューメモ】にある「地産地消についてどのように考えているか」と
いう内容について書いているもの
（正答例）
○ お客さんにも大好評ということですが、地産地消についてどのように考
えていらっしゃるのですか。（45字）
２ 条件②，③を満たしているもののうち，条件①について，【事前に準備した ◎
インタビューメモ】にある「地産地消についてどのように考えているか」以
外の内容のいずれかについて書いているもの
（正答例）
○ お客さんにも大好評ということですが、他にはどのような反応がありま
すか。（35字）
○ お客さんにも大好評とのことですが、どのような理由で地元の農作物を
はん売しているのですか。（44字）
→上記の例は，【事前に準備したインタビューメモ】にある「お客さんの反
応はどうか」や「地域で生産された農作物などをはん売するのはなぜか」
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という内容について書いている。
３ 条件②を満たしているもののうち，条件①について，【事前に準備したイン
タビューメモ】にある「地産地消についてどのように考えているか」という
内容について書いているが，条件③は満たしていないもの
４ 条件②を満たしているもののうち，条件①について，【事前に準備したイン
タビューメモ】にある「地産地消についてどのように考えているか」以外の
内容のいずれかについて書いているが，条件③は満たしていないもの
５ 条件①について，【事前に準備したインタビューメモ】にある「地産地消に
ついてどのように考えているか」という内容について書いているが，条件②
は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ 地産地消については、どのようにお考えですか。（22字）
→上記の例は，「◇店長」の発言を受けて書いていない。
６ 条件①について，【事前に準備したインタビューメモ】にある「地産地消に
ついてどのように考えているか」以外の内容のいずれかについて書いている
が，条件②は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ お客さんの反応には、どのようなものがあるのでしょうか。（27字）
→上記の例は，「◇店長」の発言を受けて書いていないが，【事前に準備し
たインタビューメモ】にある「お客さんの反応はどうか」という内容に
ついて書いている。
７ 条件②を満たしているが，条件①は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ お客さんにも大好評ということですが、評判の良い理由は何だと思いま
すか。（35字）
→上記の例は，【事前に準備したインタビューメモ】の内容を使って書いて
いない。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
インタビューの展開に即して，【事前に準備したインタビューメモ】を基に質問を考える
必要がある。基にするメモとしては，「地産地消についてどのように考えているか」などが
考えられる。また， 部の山下さんの質問のように，直前の店長の発言を受けて
質問をする必要がある。これらを踏まえた上で，指定された字数の範囲で書く必要がある。
＊
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（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ20Ｂ１一 インタビューの仕方や内容について評価し 76.7％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ20Ｂ１二 た理由を書く 69.6％ P.34～P.37 P.162～P.164
Ｈ24Ｂ２一
参加者から出された質問の内容を適切に捉
84.4％ P.44～P.51 P.153～P.161
え，まとまりごとに整理する
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い
Ｈ24Ｂ２三 を進めようとする司会の役割を適切に説明 52.5％ P.44～P.51 P.153～P.161
したものを選択する
Ｈ26Ｂ１二
林さん➎の質問の狙いとして適切なものを
60.3％ P.36～P.42 P.48～P.57
選択する
Ｈ26Ｂ１三
大野さん➋の発言に対し，手書きの立場か
28.4％ P.36～P.42 P.48～P.57
ら質問か意見を書く
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
３．学習指導に当たって
(1) 質問したいことを整理し，インタビューメモを作成する （対応設問：設問一）
インタビューを行う場合，事前にインタビューメモを作成するなど，調査等の目的に応じ
て質問したいことを整理しておくことが大切である。質問を整理することで，何を聞きたい
のかがはっきりし，全体を見通すことができるので，知りたいことを落とさないようにしな
がら相手の話を聞くことができる。
インタビューメモを作成するには，調査等の目的をはっきりさせ，これまでに分かってい
ることを基にして，質問の具体的な内容や順序などを考えていく必要がある。その際，質問
に対する答えを予想して，相手の答えに応じた質問ができるようにすることも重要である。
そのために，質問事項をチャートにすることで，質問を構造化して軽重を付けたり，相手の
話に応じて選べるようにしたりすることが考えられる。また，付箋紙を活用して必要に応じ
て質問の順序を変えられるようにしたり，取捨選択できるようにしたりすることも考えられる。
(2) 相手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する （対応設問：設問二・三）
インタビューは，メモを見ながら，想定したとおりに質問を進めていくだけでよいわけで
はない。インタビューメモを基にしながらも，実際の話の展開に応じて質問する必要がある。
そのためには，インタビューの目的に応じて，相手の意図は何か，自分の予想との違いは
何か，自分の考えとの共通点や相違点は何かなどを観点として，相手の話を注意深く聞くこ
とができるように指導することが大切である。その際，相手の話に同意した上で質問したり，
相手の話を言い換えてから質問したり，話題を変えて質問したりするなどの質問の仕方を取
り上げて指導することが考えられる。
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.14
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国語Ｂ２ 活動報告文を書く〈「早ね早起き朝ごはん」運動〉
―44―
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１．出題の趣旨
目的や意図に応じ，グラフや表を用いて，自分の考えが伝わるように工夫して活動を報
告する文章を書くことができるかどうかをみる。
自分の考えを説得力をもって伝えるため，図表やグラフなどを用いて，事実や結果などの根
拠を示しながら自分の考えを記述することは大切である。図表やグラフなどを用いることは，
相手の理解を容易にしたり明確にしたりする。また，自分の考えを深めることにもつながる。
このことは，国語科の学習のみならず，各教科等の学習や日常生活においても重要である。
本問では，学級で取り組む「早ね早起き朝ごはん」運動の結果をまとめ，活動報告文を書く
場面を設定した。ここでは，記述する内容に合わせてグラフの情報を的確に捉えること，グラ
フや表を基に自分の考えを書くこと，活動報告文の構成の効果を考えることが求められる。
なお，設問一については，平成25年度【小学校】国語Ａ４ウ（正答率45.1％）において，「目
的に応じて資料を読み，分かったことを的確に書くこと」に，設問二(1)については，平成21
年度【小学校】国語Ｂ１二（正答率17.8％）において，「目的や意図に応じて，事象や意見な
どを関係付けながら書くこと」に，それぞれ課題が見られたことを踏まえて出題した。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり
編集したりすること。
２．解説
設問一
趣旨
グラフを基に，分かったことを的確に書くことができるかどうかをみる。
本設問では，「早ね早起き朝ごはん」運動の活動の成果を示すために，〈図１〉から読み取っ
たことを書く場面を設定した。ここでは，凡例を基にしながら，全国平均，活動前（５月）の
状況，活動後（11月）の結果をそれぞれ関係付けながら考察し，分かったことを適切な言葉で
説明することが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。
■評価の観点
書く能力
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの ◎
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
「１ 成果」において，高野さんは「夜十時を過ぎても起きている人の割合」に触れ，半
年後の活動との比較を行っている。〈図１〉からは「夜十時までにねる人の割合」について
の情報を的確に読み取る必要がある。
選択肢１は，５月の結果における「午後９時より前」と「午後９時から10時より前」のそ
れぞれの割合の数値を足したものである。選択肢２は，11月の結果における「午後10時から
11時より前」，「午後11時から午前０時より前」，「午前０時より後」のそれぞれの割合の数
値を足したものであり，これは５月の結果より減っている。選択肢３は，11月の結果におけ
る「午後９時より前」と「午後９時から10時より前」のそれぞれの割合の数値を足したもの
であり，これは５月の結果より増えている。選択肢４は，11月の結果における「午後９時よ
り前」の割合の数値であり，これは５月の結果を上回っている。以上のことから，正答は選
択肢３である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ａ４ウ
「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，
45.1％ P.25～P.27 P.36～P.39
全体から分かることを書く
Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分
41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く
（参照）「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
設問二
趣旨
目的や意図に応じて，グラフや表を基に，自分の考えを書くことができるかどうかをみ
る。
本設問では，グラフや表を基にして，今回の活動では改善できなかった課題を捉えて書く場
面と，課題に対する解決方法を考えて書く場面を設定した。(1)では，〈図２〉の活動前（５月）
の状況と，活動後（11月）の結果を比較して，「今回の活動では改善できず、これから解決し
ていきたい課題」という本文の内容を受け，課題が何かを捉えて書くことが求められる。(2)
では，〈表２〉の結果を基に，「２ 課題」における，「テレビやゲームの時間、メールなどを
する時間」について考える必要があるという本文の内容にも着目しながら，課題に対する解決
方法を考えて書くことが求められる。
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■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
書く能力
(1)
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 （正答の条件）
(1) 次の条件を満たして解答している。
① 〈図２〉の結果から考えられることを書いている。
② 書き出しの言葉に続けて，40字以上，60字以内で書いている。
（正答例）
・ 次の日に学校がない日は、学校がある日に比べて、ねる時こくが二時間以
上おそくなる人のわり合が減っていないことです。（56字）
１ 条件①，②を満たしているもの ◎
２ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
「２ 課題」の「今回の活動では改善できず、これから解決していきたい課題」という本
文の内容を受け，〈図２〉の活動前（５月）の状況と，活動後（11月）の結果を比較して，
課題が何かを捉える必要がある。このことを踏まえ，課題として〈図２〉の結果から考え
られることを，指定された字数の範囲で書く必要がある。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ｂ１二
報告文のまとめとして，調べて分かったこ
17.8％ P.34～P.37 P.194～P.198
とを書く
Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分
41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.６～P.７，P.64～P.65，P.100
「平成21年度【小学校】授業アイディア例」P.２
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
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(2)
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 （正答の条件）
(2) 次の条件を満たして解答している。
① 〈表２〉の結果から考えられることを書いている。
② 「テレビやゲーム」と「メールなど」の両方の言葉を使って書いている。
③ 25字以上，50字以内で書いている。
（正答例）
・ ねる時こくがおそくならないように、テレビやゲームの時間、メールなど
をする時間を決める。（43字）
１ 条件①，②，③を満たしているもの ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例１）
○ テレビやゲームの時間を決めて、夜おそくまで起きていないようにする。
（33字）
→上記の例は，「テレビやゲーム」と「メールなど」の二つの言葉のうち，
一方を使っていない。
（例２）
○ ねる時こくがおそくならないように、時間を考えて行動する。（28字）
→上記の例は，「テレビやゲーム」と「メールなど」のどちらの言葉も使っ
ていない。
４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ テレビやゲーム、メールなどをしたあとは、体を動かすようにする。
（31字）
→上記の例は，〈表２〉の結果から考えられることを書いていない。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
〈表２〉の結果と，「２ 課題」における，「テレビやゲームの時間、メールなどをする時
間」について考える必要があるという内容にも着目しながら，課題に対する解決方法を捉え
る必要がある。その際，「３ 解決方法」の二つ目の解決方法が「休みの日にも『健康せん
げんカード』に記録をつけるようにする」ことであることを踏まえた上で，「テレビやゲー
ム」，「メールなど」という二つの言葉を使い，指定された字数の範囲内で書く必要がある。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分
41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く
（参照）「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
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設問三
趣旨
活動報告文において，課題を取り上げた効果を捉えることができるかどうかをみる。
本設問では，活動報告文において，課題を取り上げたことによる効果を捉える場面を設定し
た。ここでは，この活動報告文の目的を踏まえ，課題を記述することの効果を理解することが
求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。
■評価の観点
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 三 １ １ と解答しているもの ◎
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
この活動報告文が「これまでの活動の結果を報告文にまとめ、学級のみんなに伝える」と
いう目的で書かれていることを踏まえ，課題を取り上げた効果について理解することが求め
られる。ここでは，課題を記述することでさらに成果が上がる活動を行って欲しいと考えた
ことを捉える必要があり，そのことを説明しているのは，選択肢１である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ｂ１三
手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て
23.6％ P.38～P.43 P.144～P.151
名のそれぞれの位置を適切に選択する
Ｈ27Ｂ１一
新聞の割り付けとして適切なものを選択す
74.7％ P.36～P.43 P.48～P.55
る
（参照）「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.５
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３．学習指導に当たって
(1) 図表やグラフから分かったことを書く （対応設問：設問一）
図表やグラフなどを読み，分かったことを的確に書くには，情報を正しく読み取り，必要
な情報について適切な言葉を用いて記述することが重要である。そのためには，社会科や算
数科等で学習した図表やグラフの読み方を確認し，読み取ったことを的確に表現することが
できるように指導していくことが大切である。
具体的には，一つのグラフを取り上げて全体的な特徴や変化の特徴を捉える学習，複数の
図表やグラフを比較したり関係付けたりする学習などを通して，図表やグラフの読み方を理
解することができるように指導することが考えられる。
さらに，読み取った情報を相手に分かりやすく伝えるための言葉を選択することも重要で
ある。例えば，必要な数値（60％以下・12人以上）を使って説明する場合，概略を示す言葉
（おおよそ，大抵が）を使って説明する場合，比較を示す言葉（上回る・下回る）を使って
説明する場合などがある。これらの表現の内容の違いや効果を比べ，目的に応じて使い分け
ることができるように指導することが大切である。
(2) 目的や意図に応じ，図表やグラフを用いて，自分の考えを書く（対応設問：設問二）
図表やグラフを用いて自分の考えを書く際には，図表やグラフなどから目的に応じて必要
な情報を取り出し，比較したり関係付けたりしながら自分の考えを明確にすることが重要で
ある。
具体的には，観察したり，実験したり，調査等を行ったりして得られた結果などの事実を
図表やグラフで示し，自分がどのように読み取って分析したのか，そこからどのような考え
をもったのかを具体的に記述するような学習が重要である。その際，図表やグラフの何に着
目するのか，図表やグラフの中にあるどの数値や言葉を使って書くことが効果的であるのか
を検討する必要がある。また，用いた図表やグラフとその分析内容が，自分の考えを明確に
伝えるための根拠となっているのかを確かめていくことも大切である。
(3) 目的や意図に応じ，構成の効果を考えて書く （対応設問：設問三）
活動報告文では，報告する相手や目的に応じて，文章全体の内容や構成を工夫することが
重要である。そのためには，目的や意図を踏まえ，自分の考え及び相手の理解が明確になる
ように，自分が伝えたい内容と構成の効果を考えることができるように指導することが大切
である。
具体的には，活動報告文の構成として「活動の目的」，「活動の内容」，「活動の成果」，「活
動の課題」，「活動を振り返って考えたこと」などが挙げられる。報告する相手や目的に応
じて，記述内容や用いる資料を考えながら文章全体の構成を決めていくことが必要である。
その際，自分の考え及び相手の理解が明確となるように文章を構成することが大切である。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.41～P.42，P.61～P.62
４．出典等
・平成26年度文部科学省委託調査『平成26年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究」
―睡眠を中心とした生活習慣と子供の自立等との関係性に関する調査―』による。
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国語Ｂ３ 将来なりたい職業について調べ，紹介する〈職業「パン職人」〉
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１．出題の趣旨
目的に応じて，複数の本や文章を比べ，自分の考えを明確にしながら読むことができる
かどうかをみる。
本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出
し，それらを関係付けて読むこと」に課題があると指摘していること，また，平成26年度【小
学校】国語Ｂ２二（正答率27.1％）において，「分かったことや疑問に思ったことを整理し，
それらを関係付けながらまとめて書くこと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。
楽しむために読む，調べるために読む，知的欲求を満たすために読むなど，読む目的は様々
である。そのため，目的に応じて，複数の本や文章などについて，様々な読み方で読むことが
できるようにすることが必要である。このことは，国語科の学習のみならず，各教科等の学習
や日常生活においても重要である。
本問では，将来なりたい職業について調べ，紹介し合うために，複数の本や文章などを選び，
比べて読む場面を設定した。ここでは，目的に応じて適切な本や文章などを選び，それらを関
係付けて読むことが求められる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと。
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２．解説
設問一
趣旨
目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むことができるかどうかをみる。
本設問では，【資料１】を読んだ後，さらに詳しく調べるために別の本を探し，【資料２】
を選んで読む場面を設定した。ここでは，【資料２】を選んだ目的を捉えることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
カ 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読むこと。
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの ◎
３ ３ と解答しているもの
４ ４ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
【資料１】は「パン職人の仕事」について書かれたページであり，【資料２】は「パン職
人の声」について書かれたページである。【資料２】のパン職人の坂下さんへのインタビュー
には，【資料１】であまり書かれていないパン職人の仕事に対する考え方について詳しく書
いてあることを捉える必要がある。このことから，谷口さんが【資料２】を選んだ目的を説
明しているのは選択肢２である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ｂ２一
付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問
72.0％ P.44～P.51 P.58～P.68
を書く
Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと
27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く
Ｈ26Ｂ２三
疑問を解決するために，目次や索引の中か
66.2％ P.44～P.51 P.58～P.68
ら必要となるページの番号を書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
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設問二
趣旨
目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫することができるかど
うかをみる。
本設問では，複数の資料を関係付けて読む場面を設定した。ここでは，【資料２】の文章に
書かれている内容を，【資料１】の図に当てはめながら捉えることが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 二 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの ◎
４ ４ と解答しているもの
５ ５ と解答しているもの
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
【資料２】において，坂下さんがパン職人になるまでの過程が書いてあるのは「◆どのよ
うにして、パン職人になったのですか」のまとまりである。このまとまりに書いてある内容
と【資料１】の《パン職人への道》に付けられた番号とを関係付ける必要がある。【資料２】
には，坂下さんは中学校，高等学校，専門学校を卒業後，地元のパン屋で助手として修業を
したと書かれている。このことから，選択肢３が正答である。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ｂ２一
付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問
72.0％ P.44～P.51 P.58～P.68
を書く
Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと
27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く
Ｈ26Ｂ２三
疑問を解決するために，目次や索引の中か
66.2％ P.44～P.51 P.58～P.68
ら必要となるページの番号を書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
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設問三
趣旨
目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことがで
きるかどうかをみる。
本設問では，パン職人の仕事について【特に心に残ったこと】を中心に紹介するため，もう
一度【資料２】を読み直しながら，メモにまとめている場面を設定した。【資料２をもとにし
たメモの一部】では，「苦労」と「喜び」を小見出しとして付けていることから，ここでは，
「喜び」を中心となる語として【資料２】を読み，「喜び」について書かれている文章を取り
上げて書くことが求められる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な
どとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
読む能力
書く能力
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 谷口さんの【特に心に残ったこと】が伝わるように書いている。
② 【資料２】から取り上げて書いている。
③ 40字以上，60字以内で書いている。
（正答例）
・ 焼き立てのパンが店にならび、お客様のうれしそうな声が聞こえた時は、パン
職人をやっていてよかったと実感する。（53字）
１ 条件①，②，③を満たしているもの ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの
３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ お客さんに「この前のパンまた食べたいわ。」と喜んでもらえた時には、
やりがいを感じることができる。（47字）
→上記の例は，【資料２】から取り上げて書いていない。
４ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
（例）
○ 自分の思いどおりのパンが焼き上がった時はとてもうれしくて、パン作
りの苦労がふき飛びます。（44字）
→上記の例は，谷口さんの【特に心に残ったこと】が伝わるように書いて
いない。
９ 上記以外の解答
０ 無解答
■正答について
【資料２をもとにしたメモの一部】では，谷口さんの【特に心に残ったこと】を「苦労」
と「喜び」に分けてまとめている。「喜び」が【特に心に残ったこと】の「お客さんが喜ん
でくれた時には、やりがいを感じることができるんだな」という部分であることを捉える必
要がある。このことを踏まえ，【資料２】の「◆どのような時に仕事の喜びを感じますか」
についての記述から適切な内容を取り出し，お客さんが喜んでくれた時には，やりがいを感
じることができるということについて，指定された字数の範囲で書く必要がある。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ26Ｂ２一
付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問
72.0％ P.44～P.51 P.58～P.68
を書く
Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと
27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く
Ｈ26Ｂ２三
疑問を解決するために，目次や索引の中か
66.2％ P.44～P.51 P.58～P.68
ら必要となるページの番号を書く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
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３．学習指導に当たって
(1) 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読む （対応設問：設問一）
高学年になると，児童の興味・関心がより多様となり，一冊の本や一編の文章では，課題
を解決することが難しい場合もある。読む目的をもち，その目的に応じて，本や文章などを
複数選び比べて読むことが必要となる。
具体的には，「課題を解決するために読む」というように，課題解決の過程となるような
適切な言語活動を行うことが大切である。その際，単元の導入段階で児童に学習の見通しを
もたせたり，単元開始前から関連する図書を学級に置いておくなど，児童の課題意識を高め
ることができるような工夫をしたりすることが考えられる。
また，適切な本や文章を選ぶためには，学校図書館やインターネットの利用に関する知識，
情報モラルなどを身に付けさせることが求められる。児童が目的や意図に応じて，自分にとっ
て必要な情報の中から手掛かりとなる語句（キーワード)を決め，それを基に検索すること
ができるように，目次や索引の利用の仕方，事典などの特色などについて指導することが大
切である。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.55～P.56
(2) 目的に応じて，本や文章を効果的に読む （対応設問：設問二）
読む目的は多様であり，情報収集の範囲は，本や新聞，雑誌，インターネットなど様々
なメディアへと広がっていくため，本や文章を効果的に読むことが必要である。本や文章の
効果的な読み方としては，比べ読み，摘読，多読など様々な読み方がある。
具体的には，本問のように，一方の資料の情報を他の資料に当てはめ，調べる内容を確か
めながら読む際，文章中の中心となる語を枠で囲んだり，色分けしたりしながら，複数の資
料を関係付けることなどが考えられる。また，共通点や相違点を明らかにしたり，時間的な
順序や事柄の順序について整理したりする際には，文章中のそれぞれの資料から得られた必
要な情報を付箋紙に書き出し，用紙などに貼って整理することなどが考えられる。
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.106
「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
(3) 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む
（対応設問：設問三）
目的に応じて，「文章の内容を的確に押さえ」るとは，何のために，どのようなことが必
要かなどを明確にすることである。その際，文章に書かれている話題，理由や根拠となって
いる内容，構成の仕方や巧みな叙述などについて注意して読むことが大切である。
また，「自分の考えを明確に」するとは，筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構
成を把握し，筆者の考えに対する自分の考えを明確にしていくことである。その際，自分の
知識や経験，考えなどと関係付けながら読むことが大切である。
具体的には，読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり，そのため引用したり要約
したりする部分が変化するということを実感できるよう継続的に指導することが考えられ
る。
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.15
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４．出典等
・お仕事ナビ編集室『キャリア教育支援ガイド お仕事ナビ① 食べ物を作る仕事 パティ
シエ シェフ パン職人 ラーメン屋さん 和食料理人』
（2014年８月 株式会社 理論社）
・[仕事の図鑑]編集委員会 編『夢に近づく仕事の図鑑８ おいしいものが好き！』
（1998年４月 株式会社あかね書房）
・編著者 大阪あべの辻製菓専門学校『ケーキ屋さん・パン屋さんになるには』
（1997年５月 株式会社ぺりかん社）
などによる。
―59―
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Ⅳ 解 答 用 紙 ( 正 答 ( 例 ) )
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Ⅳ
　
解答用紙（正答（例）
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）
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Ⅴ
　
点字問題（抜粋）
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習
する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で
問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む
ことができるように，例えば次のような配慮を行っている。 
（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について
必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，
ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 
（２） 図やグラフの提示の仕方について
提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは
点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 
（３） 出題形式の変更及び代替問題について
 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化
して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，
出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 
なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，P.70～P.72
に問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
＜点字問題における具体的な配慮例＞
【通常問題】  Ａ ５ 
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【点字問題】  Ａ５  
本問題では，主に次のような配慮を行った。 
１） 点字における触読では，提示された順に指で触れて情報を取得するため，
その特性を考慮して，問題の全体像をはじめに把握できるように，提示する
情報の順序を入れ替えた。 
２） 「南町公園広場の説明」については，限られたマス数（本調査における点
字問題用紙一行に表すことができるのは，点字 32 マス）で，効果的，合理
的に表現するために，表の中にある情報を分割して提示した。 
３） 図中の通路を示す線や名称の囲み枠を削除して，可能な限り簡略化した図
として提示した。
４） 通常問題にある選択肢の文字を削除し，「案内図」内に付けた選択肢番号に
より解答できるようにした。
＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 
１４ 
―68―
＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞ 
１５ 
１６ 
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＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞
【点字問題】 Ａ１ 
―70―
問題番号 解  答  類  型 正答
１ １． 
(1) 
１  「空が気持ちよく晴れ渡ること」「晴れること」という意味が含まれてい
るもの 
◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
１． 
(2) 
１ 「おかねをためること」という意味が含まれているもの ◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
１． 
(3) 
１ 「はぶくこと」「略すること」という意味が含まれているもの ◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
２． 
(1) 
１ イ． と解答しているもの ◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
２． 
(2) 
１ ウ． と解答しているもの ◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
２． 
(3) 
１ ア． と解答しているもの ◎ 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
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【点字問題】 Ａ７ 
問題番号 解  答  類  型 正答
７ １   （２），（５）と解答しているもの ◎ 
２ － （該当なし） 
３ － （該当なし） 
９ 上記以外の解答 
０   無解答 
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
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Ⅵ
　
拡大文字問題（抜粋）
拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の
見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き
さに拡大するとともに，次のような配慮を行っている。 
(1) 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。
(2) 十分な字間及び行間等に設定する。
(3) 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。
＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
【通常問題】 Ｂ２ 
Ｂ２では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 
 例えば設問一は，解答するために，前の【報告文の一部】の「１ 成果」について書 
かれている部分と〈図１〉を参照する必要がある。通常問題では，参照するページ数が 
２ページであるのに対し，拡大文字問題では９ページに増える。そのため，【報告文の 
一部】の「１ 成果」について書かれている部分と〈図１〉が示されているページ番号を
追記している。 
―74―
【拡大文字問題】 Ｂ２一 実寸大サイズ
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【通常問題】 Ａ２ 
Ａ２では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 
① 通常問題では１ページで示している設問文，【各学年からの希望】，【話し合いの様子
の一部】を，それぞれ別のページに割り付けている。 
② 黒板の色を通常問題よりも濃くして黒板と白文字のコントラストをはっきりさせ，黒板
に書かれている文字情報をより捉えやすくしている。 
③ 【話し合いの様子の一部】や設問の選択肢においては，各児童の発言や選択肢の内容の
まとまりを捉えやすくするために，各発言及び選択肢間の行間をより広めにしている。
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【拡大文字問題】 Ａ２ 
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